艾琳学日语 教案
　　　学校名　　中国人民大学付属中学校·高校　　　　　名前　　何龍　　
※教案は日本語で書いてください。

※『艾琳学日语』だけを使用した教案を書いてください。
想定するクラス

中学  ／　高校✓　（　　1　　）年　　　約（　　　30　　　）人

第一外国語　　　第二外国語✓　　　課外活動　　　その他（　　　　　　）
日本語レベル：　日本語学習歴　（　　　半　　　）年

クラスの特徴（日本語学習目標、性格、レベルなど）：
日本語と日本文化に興味がある生徒は自由に参加する。

多くの生徒が日本にある姉妹校との交流に参加できるようになるために、基本的な文法を勉強し、会話能力を主にして練習する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第 4 課（後半）
授業の目標：
会話中にどのようにインフオメーションを捕るのか生徒に練習させる。

セブン·イレブンを代表とした日本のコンビニ文化を紹介するのを通して、生徒の視野を広げて、日本語の勉強意欲を高める。

主な活動：
日本のコンビニに関するクイズをする

教材付きＤＶＤをみせる

セブン·イレブンを紹介する

設計のポイント（工夫した点）：
コンビニについての資料を調べて、クイズとＰＰＴを作ること。

「やってみよう」ＤＶＤを見せる前には、クイズをして学習意欲を引き出すことができると思う。

生徒の視野を拡大させるために、セブン·イレブンの歴史を勉強する。

教　　　　　　　案

　　　学校名　　中国人民大学付属中学校·高校　　　　　名前　　何龍　　
	時　間

[40分]
	練習・活動の内容
	練習・活動の目的
	注意点
使用するもの

	２分

５分

１５分

１５分

３分
	「夜、自習の時間が終わって、おなかがぺこぺこしたら、もしハンバーガーじゃなくて、どこに食べ物を買いに行きたい？」と生徒に聞く。

生徒は「コンビニ」と言い出したら、「今日、勉強のテーマはコンビニだ！」と、教師は示す。

教師は「今の日本はコンビニが非常に盛んでいる。この産業の規模、サビース等に対してどう思うか？ＤＶＤを見せる前には小さなクイズをしよう」と言ってから、生徒にプリントを配る。

生徒にクイズに当たらせる。

ＤＶＤを２回見せて、自分の答えをチエツクさせる。

結果を統計して、優勝者を褒める。

教師は「コンビニと言えば、セブン·イレブンという日本会社はナンバー１だ。この会社は日本で開店が一番早い、店舗数が一番多い、そうだけではなくて、中国を含む１８カ国と地域で５万以上の店舗を持つ一番規模大きいコンビニ大手企業になっている。一緒にセブン·イレブンの歴史を見よう。」と生徒に言って、セブン·イレブンにかける講座に導入する。

セブン·イレブンの歴史を紹介する。
「２１世紀に入ってから、中国にコンビニがどんどん進出してきた。中国のコンビニサービスは、日本に比べて、改善すべきところは何だか？皆さんは自由に意見を発表してください。」と、教師の話しにしたがって、自由討論コーナーに入る。
生徒の討論が活発になるように助言する。
	新たな授業に導入する。
学校の近くにコンビニがある。生徒はよく利用しているので、すぐ「コンビニ」という返事を予想する。

生徒の学習意欲を引き出す。
生徒の目と耳を動かせる。即ち、観察力と聴力を訓練する。

生徒を励ます。よくできた生徒は「もっと良い」、まだできない生徒は「私もできる」というやる気が出るようになる。
日本のコンビニについての知識を充実させ、コンビニ文化を前より深く理解させる。

考える力を育つ。分かったことを活用して現実問題を分析させる。
	もし予想の答えをなかなかもらえなかったら、「普段、おにぎりとお弁当はどこで買えるの」などと質問し、目的達成まで生徒を引導する。

クイズのプリントを用意する。
（附件１）

教材付きＤＶＤを用意する。

講座ＰＰＴを用意する。（附件２）

発言のキーワードを黒板に書く。




